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本稿では、「異文化と医療を考える-w異
文化における患者ケア』を読む(1)-Jに

引き続き、 Geri-AnnGalanti著白血g

for PatIents金omDifferent CuJtures: 5th 

editIon (2014)を取り上げ、第八章に記述

されている医療職者のヒエラルキーと文化

的差異問題を扱った部分を訳出し、解説、

考察を加えることで、医療における具文化

問題への考察を深め、新しい視座へのヒン

トを提供したいと考えている。

訳文(原書 159頁)ヒエラルキーの文北

と批判のもつ意味

60歳の締結接患者ローデ、ス・パノレモンテ

に医師は外出絶対禁止を指示したが、被女

はこの指示に誕わず、郡の医療担当部門は、

外出するならば治護施設か飛務所へ収監す

るという命令を出した。郡の匿療部門で働

く中年のフィリピン人看護師ジョセフィン

は、英富系アメヲカ人の郡の室主要監督官レ

ベッカがバノレモンテにこの命令を伝える擦

の通訳を依頼された。ジョセフィンは、一

つには監督官への敬意から、 もう一つには

まだ試用期間だったため、通訳のスキルに

よってレベッカに好印象を与えたい!::いう

理由から、この仕事を引き受けたが、不運

にもそうは運iまなかった。

話し合いの問中何回も、レベッカはジョ

セブィンを非難して、説明を中断した。パ

ノレモンテへの撤笑みや親しみを示したこと

を批判し、 fこれは法的なことで、真剣に受

け止めてもらわないといけないj と言い、

ジョセフィンの通訳の仕方も気に入らない

と言った。ジョセフィンの通訳は、 しばし

ばレベッカの言葉よりずっと長くなった。

こういうことが起こるたびに、 レベッカは

説明をやめ、ジョセブインにいらだった顔

つきを向けた。

説明が経わると、レベッカはジョセフィ

ンを蕗に呼び、手伝いには感謝し、よくや

ってくれたと言ったが、次の機会にジョセ

フィンが覚えておくべきこととしてJ撤笑

みや親しげな身振りは患者に事態を軽く考

えさせているj し、正確に言葉だけを通訳

すべきであって、話し手の言葉を溝色すべ

きでない、と言った。このレベッカの批判

にジョセブインはすっかり落ち込み、誤用

-63-



奈良看護紀要 VOL12.2016

期間後の身分への露響を心配していた。

何がうまく行かなかったのか?レベッカ

が理解していなかったのは、ジョセフィン

を気まずい立場に立たせた力学である。フ

ィリピンの文イちはとエラルキーが強く、年

長者には敬意が払われる。ジョセフィンは

レベッカの言葉を通訳するだけで、も、医師

の指示の無視についてパノレモンテを叱責す

ることに大変な気まずさを感じていた。徴

笑みや親しみを表す身振りは被女なりの敬

意の示し方なのだ。披女はレベッカの言葉

の単なる通訳以上のことをしなければまら

ない左感じていた。というのは、多くの英

語にはタガログ語にはそれに相当する言葉

がないからである。ジョセブインはレベッ

カの意味するところを通訳する唯一の方法

は例をあげることだと感じていた。さらに、

夕方、ログ語e、パルモンテの出身地である

イロカノ方言も長わなければならなかった。

こうしたことをジョセフィンはレベッカ

に説明したか?答えはノーである。自分の

行動を弁護する代わりに、ジョセブインは

レベッカの批判を聖書って開くだけだったo

自分の監督官に言い返すことはフィヲピン

の文化規範には反していたのだろう。ジョ

セフィンはこのために試用期開終了後正規

雇用されないのではと恐れていた。被女は

自分の価値観と仕事の板挟みになり、自分

の文化を尊重することで仕事を失うのでは

と恐れていた。おそらくレベッカはこのこ

とを忘れてしまったか、あるいは大して重

要視していなかった。フィリピン文化はと

ヱラノレキーが厳しいために、監督官からの

叱責は、アメリカのようなより平等主義の

文化よりも、大きま影響力を持つ。レベッ

カは自分の意見i主役に立っと考えたのだろ

う;ジョセフィンのほうは、自分の職務能

力に対する疑いと捉えていたのだが。

この状況は文化的能力についての教育の

必要性を強諒するものである。レベッカは

ある言語を別の言語に通訳することの難し

さを理解する必要があった。ジョセフィン

を、年長者を「叱責するj という気まずい

立場に立たせたことへの理解もだが。 もし

年上か、男性のフィリピン人が通訳をして

いたのなら、そのほうが選択としては良か

っただろう。ジョセブインはアメリカ文化

では批判は到の意味合いを持つことを理解

する必要があり、自分の行動の説明は、敬

意の欠如ではなく、受け入れられることを

理解する必要があった。異文化問コミュニ

ケーションの実践が絶対に必要である。

解説

医療職者のヒエラノレキーに患者が加わる

ことで、異文化的環境における問題は一層

複雑化する。

このケースでは、公衆衛生上の懸念とい

う別の問題も加わって、さらに複雑な力関

係が生じている。医療監督官から見て隔離

命令に従わない結核患者=公衆衛生上の危

険人物であり、行政の強制力の執行対象で

ある。移民はこの問題の典型的な対象者で

ある。アメリカで結核に対する行政の積極

的な対応が講じられたのは、 80年代中頃の

エイズや移民の増加による結核の増加が契

機となっており、結核撲滅のための充実し

た患者サービスが提供されているが、治療

方針に従わない者に対しては厳しい措置が

実施される(小野崎)。こうした公衆衛生上

の処置は社会全体の安全の確保のためには

必要と見なされるものである。しかし、そ
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の社会の言語・文化に馴染まない移民がそ

の必要性を十分に理解し，ているか、という

ことは別問題なのである。

したがって、移民がこうした公衆衛生上

の危険な存在である場合にとるべき対応を

考える際に、言語・文化への配慮、は必須で、

あろう。ある言語を別の言語に通訳するこ

との難しさは、ある文化を別の文化の相当

物に置き換える難しさであり、相当物がな

い場合に、それは大変難しい作業となる。

それぞれの文化では尊重されるものに違い

があり、年齢、性別、職位などが持つ重要

性も違うことは、通訳がコミュニケーショ

ンの行為であるからには、無視することは

できない

レベッカが医療監督官として、移民対応

に長けていたり、英語以外の言語や文化に

対して学ぶ機会があれば、英語とタガログ

語やイロカノ語の方言がもっ語嚢数との違

いによる通訳の困難さを知ることができ、

今回のような通訳における誤解は生じなか

っただろう。具文化聞で意味が伝わるよう

にするためには、「言葉のたんなる通訳以上J

の、例えば「例をあげることJなどが必要

となる場合も当然考えられる。微笑や親し

みの表現は、年長者への礼犠が重んじられ

るフィリピンの文化を考慮、して年長のパノレ

モンテが指示を受け入れやすい人的環境を

調整したと考えられるので、その範囲にお

いては、ジョセフィンの行為は正当である

といえよう。

そのことを考慮せずに批判するレベッカ

の姿勢に見え隠れするのは、文化的優位性

への意識である。アメリカ社会の主流文化

は英国系アメリカ人の文化であるとされて

いる。英国系アメリカ人のレベッカは、移
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民を本来業務の対象左していながら、移民

の言語・文化への意識の薄さによって、医

療監督官としての業務の実施に問題を抱え

ていることは、通訳が本来業務ではないジ

ョセフィンよりも、より問題が大きいと言

えよう。

一方、ジョセフィンが抱えた不安の大き

さを考えると、ジョセフィンがアメリカ文

化の価値観を知ることが職業生活上必要で

あることは間違いない。通訳の途中での中

断・批判に対して、フィリピン人の価イ直観

に基づいて、抗議・弁解せずに黙って受け

入れるという行動をとったことが、彼女の

アメリカで働く看護師としてのアイデンテ

ィティに危機的状況をもたらしたからであ

る。この場合、レベッカが理解できない言

語ータガログ語やイロカノ語の方言を使う

ことができるという被女のアイデンティテ

イの強みを生かすことができたとは言えず、

試用期間の不安定さを緩和できなかったか

らである。

職業的な場面における批判の表現の様態

については、文化的な差異が大きい。メイ

ヤーによれば、直接的な批判(ネガティプ・

フィードパック)を用いる文化ではネガテ

ィブなメッセージはそのまま伝える。この

場合で言えば、レベッカの「正確に言葉だ

けを通訳すべきであって、話し手の言葉を

潤色すべきでない」という批判がそれにあ

たる。だがアメリカ文化が直接的なネガテ

イブ・フィードパックを行う典型的な文化

であるとは言えない。直接的なネガティ

プ・フィードパックを行う文化では、「ポジ

ティブなメッセージで、和らげることはしな

い。(中略)批判はグ、ループの前で、個人に向

けて行われるJ(Meyer 69)のとは違って、
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パノレモンテの前で、は批判せず、批判する際

にレベッカはジョセフィンを「脇に呼んで」、

批判する前に「手伝いには感謝し、よくや

ってくれたと言ったJ点は、むしろ間接的

なネガティブ・フィードパックを行う文化

の特徴を表している。メイヤーによれば、

間接的な批判を行う文化では、ネガティ

ブ・フィードパックは「柔らかく、さりげ

なく、やんわりと伝えられる。ポジティプ

なメッセージでネガティブなメッセージを

包み込む。(中略)批判は一対ーのみで行わ

れるJ(Meyer 69)のである。メイヤーは

日本、タイなどのアジア諸国は間接的ネガ

ティプ・フィードパックの典型的な文化を

持っていると位置付けている。

メイヤーの位置づけでは、アメリカは中

間的な位置にある。イギリスを除く多くの

ヨーロッパ諸国は直接的なネガティプ・フ

ィードパックを行う文化に属し、イギリス

はアメリカよりやや間接的なネガティプ・

フィードパックを行い、アジア諸国は相当

に間接的なネガティブ・フィードパックを

行う文化に属している。中でも日本が最も

間接的なネガティブ・フィードパックを行

う国に位置付けられている。

メイヤーによれば、アメリカ文化は特異

で独特な批判の様態を持っている。はっき

りとものを言うローコンテクストな(言外

の意味を含まない)コミュニケーションス

タイルであるために「アメリカ人は繊細さ

に欠けると言われている。他文化の人々が

口に出さずうまく対処している個人間の問

題をもアメリカ人は指摘していくのだと」

(Meyer 77)。しかしアメリカ人はポジテ

ィブな言葉でネガティプな批判を和らげる

という点では間接的なスタイルをとってい

る。批判をグループの前で行わないという

点は、アジア圏の様態と同じである。しか

し、批判する際のメッセージの出し方はま

ったく違っており、アジア圏で好まれるぼ

かしたメッセージではなく、率直なメッセ

ージが好まれる。また、アジア圏ではフィ

ードパックは「ゆっくりと、長い期間をか

けて行い、徐々に浸透するようにするJ

(Meyer 84)ことが重要であるとメイヤー

は述べている。

ジョセフィンがこうした文化聞の批判の

様態の差異を知っていたならば、レベッカ

の批判はアメリカ的な典型的批判の様態で

あること、フィリピン人である自分が受け

入れがたいと感じるのはアジア文化圏にあ

るフィリピン人における批判の様態とのず

れのせいでもあるということに思い至った

と考えられる。まさに f文化的能力につい

ての教育の必要性を強調する」事例である

と言えるだろう。

ここで一つ付け加えるべき点があるとす

れば、ジョセブインが看護師として果たす

べき責務についての懸念である。つまり彼

女がパノレモンテの権利擁護者としての機能

を十分果たせていたとは言えないという問

題である。この場合、権利擁護者として期

持される責務は、パノレモンテを不快にさせ

ないような文化的配慮、を優先することより

も、パノレモンテの隔離命令の理解を促し、

最終的にはパノレモンテが医療監督者レベッ

カと信頼関係の構築を促すことである。そ

のためには、ジョセフィンは、上位職者で

あるレベッカからサービス対象者であるパ

ノレモンテへの説明を中断された際、黙って

批判に甘んじるのではなく、パノレモンテに

対して自分が通訳者以上の役割、すなわち
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権利擁護者としての役割があることを、レ

ベッカに説明する義務があった。

そうしていれば、レベッカはジョセフィ

ンの行動の意味を理解することができたと

考えられる。さらに、レベッカの言動の意

味をジョセフィンがパノレモンテに伝える

ことができていれば、パノレモンテもレベッ

カの苛立ちを理解できたのではないかと考

えられる。アメリカの看護師が自らの機能

を十分に果たすために必要なことは、批判

への従順な受容ではなく、クリテイカノレに

自分の行動の意図を明確に伝えることであ

る。アメリカで働く看護師は、医療者聞に

おいて質問や自分の言動の説明は、決して

上位職者に対して敬意を欠くものではない

と理解することが必要である。

批判を受けた場合に自分の行動を説明す

るという行動は、患者の権利擁護にとって

尊重される行動であり、看護師の実践能力

として高く評価されるということを実感で

きることが、何よりも大切で、あろう。つま

り、受動的な文化をもっ看護師が、安心し

てクリテイカルに行動できる環境が重要で

ある。例えば、フィリピン同様受動的な文

化を持つ日本においても、患者擁護者とし

て、クリテイカノレに考え行動する看護師が

求められるのであれば、批判に対して安心

して自己の意図を説明できる環境が重要で

あるということになるだろう。

訳文(原書160・1頁)ヒエラルキーの文北

を援助の提挟

職位の違いに基づいたもう一つのインシ

デントは、自分の仕事が終われば看護助手

の仕事を手伝う習慣がある英国系アメPカ

人看護蔚に関するものだった。ある一人を
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除き全員がシルグィアの手助けを有難がっ

ていた。シ/レヴィアがフィリピン入看護助

手セリーナが卒中で四肢麻捧の患者の難し

いケアを手伝おう左申し出る2士、セPーナ

は断った。手イ云いの申し出を有難いと感じ

ず、セリーナは龍辱されたと感じたのであ

った。というのは、被女が育ったヒエラfレ

キーの文化では、監督官が援助を申し出る

場合は、仕事がちゃんとできていない場合

に眠られたからであった。すると、シルグ

ィアは[;.まかなことを言わないで。これを

ひとりでするなんてクレイジーだわ。腰を

悪くするわよj と答えた。セヲーナはこの

fクレイジーj を文字通りの意味で捉え、

シルグィアが精神を病んでいるという意味

で言ったと患った。繕神を病んでいるとい

うことは、フィリピン文化ではきわめてス

ティグマ化されているので、彼女が侮辱さ

れたと感じたのは当然である。セリーナは

そもそもシノレグィアが手長いを申し出たの

は、彼女がのろのろしていて無能だと患っ

たからだと考え、彼女の自己評植は傷つい

た。

シルグィアはセPーナの反応をjj!J，のフイ

Pピン人看護助手から知った。セヲーナは

争いを避け、権威には敬意を示したいξ患

っていた一一このこ止はフィリピン文化で

は重要なことだがーーので、シノレヴィアに

は産接何も言わ主主かった。当初シノレグィア

はこのこξを fかげぐちをきいているj と

受け止めていたが、のちに多くのアジア文

化では第三者が需に入るこをを知った。シ

ノレグィアは次にセヲーナに会った!:きに謝

罪し、セヲーナがどう感じるかを理解して

いなかったのだと言った。セPーナは特定

の窒色合で育って来たのでアメリカ読に合わ
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せていくのが難しいことがある左説明した。

例えば、ブィジピン人看護舗は8時間シフ

トで、すべての仕事を終わらせられなかった

場合は失敗したと感じていた。アメリカ入

看護部なら、次のシフトの引き継ぎで、忙

しかったので、すべては終わっていないと言

うだろう。話し合いのあとで、セリーナと

シノレヴィアは理解し合い、その後は問題も

なかった。言葉や行動が自分が意図した以

上の重みをもっこ左があることを理解する

ことは重要なのである。

テリーは最後にはこのような理解に至っ

たが、それは非常な不満を感じた後のこと

だった。彼女は二人の新人一一英国系アメ

リカ人看護蹄サジーとずェトナム入看護師

ヒューのプリセプターだった。サリーとは

すべてうまくいっていた。 しっかりアイコ

ンタクトをとり、信頼感があると感じてい

た。 ヒューとは全く違う状況だった。ヒュ

ーはテリーとアイコンタクトをとることを

避け、質問も決してしなかった。ヒューは

肯定するようにうなずくのだが、後でわか

っていなかったことが明らかになることが

多かった。テリーはひどく不講に感じ、 ヒ

ューが自分の受け持ちに牟っていることを

不満に思っているのだと感じていた。 ヒュ

ーは新卒だったので、 12適を受け持つこ

とになっていた。被女はついに、 ヒューの

状況はどうなのか、テヲーにプジセプター

を続けてもらいたいと患っているのかを、

主任{マネージャー)に開いてくれるよう

に頼んだ。テヲーがひどく驚いたことに、

ヒューは被女にプリセプターを続けて欲し

いと本気で、J患っており、さらにテリーは被

女がこれまで一緒iこ仕事をしたうちで最高

の看護師だと患っていたと主在が言った。

このことが起きていた左き、テリーは文

化的多樹主の授業を受けていた。プリセプ

ターを始めて5適自に、テリーは自分がヒ

ューに対して感じている問題は文化的な違

いによるものだと理解した。この時点で、

彼女は期のアプローチを取ることにした。

ヒューに指示をして、理解したかどうか確

認するのでなく、ヒューに指示を複唱して

実擦にやってみせてもらうこ左にしたのだー

また、被女はヒューと心を打ち明けて話し

合い、自分が感じている不満について話し

た。 ヒューはすこし当惑していた。被女は

アイコンタクト左いった単純金ことがアメ

リカで、はjjljの意味を持っていることを理解

していなかった。彼女がアイコンタクトを

避けていたのは敬意を示すためだった。テ

ヲーに質問し在かったのも、プリセプター

に質問することは失礼なことだと患ってい

たからだった。テヲーにとューに対してう

まくできていないと患わせた行動は、ヒュ

ーが目上のテリーに敬意を表す方法なのだ

った。話し合いの後で、 ものごとはずっと

うまく行った。二人は互いの文化について

学んだ。個人がそれぞれの学習スタイルを

持つだけで、なく、文化的な差異も重要だと

いうことを理解できたので、この学びはテ

リーをよりよいプリセプタ~f，こするのに役

立ったと感じていた。最後には、テリーと

ヒューは非常に良い関係を築いた。文化的

差異に気づくこと左、そのことを話し合い

の中で明らかにするこ左で、状況を大きく

変えることはしばしばあるのだ。

解説

職業的な場面におけるヒエラルキーの様

態について、メイヤーは様々な文化におけ
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るヒエラノレキーと権力の様態に関するホフ

ステードの研究を紹介して、「権力が不平等

に行使されるのを組織の下の者がどの程度

許容し期待しているかJを示す指標である

「権力格差」が低い文化を「平等主義Jの

文化、「権力格差が高いj文化を「階層主義J

の文化として、前者では「上司と部下の理

想、の距離は近いものである。理想の上司と

は平等な人々のなかのまとめ役である。組

織はフラット。しばしば序列を飛び越えて

コミュニケーションが行われる」一方、後

者においては「上司と部下の理想、の距離は

遠いものである。理想の上司とは最前線で

導く強い旗振り役である。肩書が重要。組

織は多層的で固定的。序列に沿ってコミュ

ニケーションが行われるJ(Meyer 125) 

と述べている。メイヤーの位置づけでは、

アメリカ文化は北欧ほどの平等主義ではな

く、日本や韓国ほど階層主義的でもなく、

中間よりやや平等主義的である。その違い

には、さまざまな歴史的事情が関与してい

るが、例えばプロテスタント文化圏はカト

リック文化圏よりも平等主義寄りであるの

は、宗教改革によってカトリックから分離

したプロテスタントは教会の伝統的な階層

性を取り除いたからより平等主義的になっ

たのだという解釈もある。そしてアジア圏

では儒教思想、など、階層主義によって社会

の秩序と調和をもたらす思想が、とりわけ

東アジア圏のヒエラルキーに強く影響して

いるとメイヤーは主張している (Meyer

128)。

多くのアメリカ人は固定化された社会階

層という考え方を f非人道的Jであり、「個

人の自由とは対極にあるJ(Meyer 132)と

感じるのだとメイヤーは述べている。ただ
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し、そうした平等主義的な態度が病院にお

ける看護師の組織でもあてはまるかという

と、必ずしもそうとも言い切れない。

アメリカの医療職者間には明確なヒエラ

ルキーがあり、命令する立場とその命令を

実行する立場とが明確に定められている。

アメリカで看護師不足を解消するために考

えられたチームナーシングの概念に明らか

に示されるように、看護師、准看護師、看

護助手からなるチームにおいて、業務分担

を決定し、指示する権限を持つのはリーダ

としての正看護師である。アメリカのチー

ムナーシングは「最低 2名の正看護婦、 2~3

名の准看護婦、他は無資格看護助手で一病

棟の看護ケアをまかなう為に考案されたJ

(岡本 171)ものである。ここで明らかな

のは、看護師と看護助手との関係は命令す

るものとされるものという関係にあること

で、その関係はアメリカの看護の場におい

ても緊張を生み出すようである。

20世紀半ばのアメリカの病院における

医療職者聞の力関係を調査したパーリング

らの研究は、看護師から看護助手への命令

は一方的で、あり、看護助手は「口答えでき

ない立場におかれているJ(パーリング、125)

と感じていることを紹介し、看護師は看護

助手を評価してはいるが、他方優越感を持

っていることも指摘している(間 126)。ア

メリカ看護における職位の明白なヒヱラル

キ}と命令の一方向性は、 21世紀において

も継続していると考えるのが妥当であろう。

アメリカの看護の現場におけるヒエラル

キーの存在を前提としたうえで、「理想の上

司とは平等な人々のなかのまとめ役であるJ

という平等主義的なアメリカ文化の価値観

を実践しようとしたという意味で、シルヴ
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ィアの手伝いの申し出は一見理想の上司の

行動であるかに見える。だが、「上司と部下

の理想の距離は遠い」文化に属する部下に

とってみれば、その申し出は自己の能力に

対するネガティブ・フィードパックと解釈

される可能性があるということになる。セ

リーナは上位職者シノレヴィアからの手伝い

の申し出=自己の能力の欠如へのネガティ

ブな評価と捉えた。

文化的差異への知識の重要性を明らかに

示すのは、「クレイジーj という言葉の持つ

意味合いと衝撃である。精神疾患に対する

スティグマが強いアジア文化圏についての

知識があれば、不用意に「クレイジーj と

言う言葉は口にしていなかったはずだから

である。「上司と部下の理想、の距離は近いJ

アメリカにおいては気軽に用いられる「ク

レイジー」という言葉は、フィリピン人の

セリーナにとっては人間的な否定の言葉と

なったのである。最終的にシノレヴィアが理

解したことは、セリーナにとっては、麻症

のある患者を 1人で看護する荷重負担より

も、上位職者に手伝いを頼むという感情的

な負担のほうがはるかに重荷で、あったとい

うことである。

階層主義文化でコミュニケーションが序

列に従って一方向で行われるということを

考えると、下位職者セリーナが上位職者に

対する敬意を損なわずに自分の考えを言語

化する環境を保障し、不安を減らすために

は、上位職者シノレグィアの方からセリーナ

に接近する必要があったということになる。

メイヤーが指摘しているように、階層主義

文化においてはコミュニケーションは序列

順に行われるが、平等主義文化では序列が

違う相手に電話やメーノレをしても問題がな

いという違いを上位職者シノレヴィアが認識

することが、この場合において重要なので

ある。

職位のヒエラノレキーが埋め込まれた中で

チームとして行動するためには、命令・指

示する権限を行使する一方で、シルヴィア

のように上位職者は、下位職者の面目が保

てるような言葉を用い、行動することが、

下位職者の感情の負担の軽減と良好なコミ

ュニケーションにおいて有効である。これ

は、とりわけアジア圏のような階層主義の

強い文化では顕著で、あり、アジア圏の人々

が勤務するアメリカの看護職の現場でもあ

てはまるだろう。上位職者が文化的差異に

ついて学ぶことは、自分が管理する組織内

の多くの問題や誤解を回避し、生じた問題

を解決するのに有効である。

テリーとヒューの倒では、同じ看護師関

係であっても、プリセプターと新人看護師

という、指導する側と受ける側のヒエラ/レ

キーに埋め込まれて認識される。そして、

何よりも、文化的差異について学ぶことが

有効な解決方法を生むことがこの事例でも

示されている。

文化的差異に関する学習が行われた場合

において、ヒエラ/レキーによって自主的な

判断による行動が制限される文化ーたとえ

ばアジア圏の文化ーに属する人の場合、そ

の人が下位の階層に属している場合は、問

題の解決に至ることは難しい可能性も高い

と思われる。自らの判断を主張することを

正当化するアメリカ文化の主流ーアング、ロ

系アメリカ文化ーの考え方を、下位職者の

アジア文化圏の看護職者に期待することは

難しい点もあるだろう。もともと自分から

コミュニケーションをとるべきではないと
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されている階層主義文化の属している上に、

看護職の階層においても下位に属している

場合において、その二重の壁を乗り越えて

コミュニケーションをとるという感情的負

担を下位職者に要求するのは、過大な要求

であり、現実的ではないと言えるだろう。

いくつもの解決例から強調すべき点とし

て、上位職者(多くは、アングロ系アメリ

カ人)は、受動的な価値観を持つ下位職者

(多くは、アジア人)に対して、下位職者

の面白を保つような接近の仕方を工夫し配

慮することが非常に重要だということであ

る。上位職者の上記のような行動は、下位

職者にとって、多様な文化的価値を排除し

ない多文化主義を標梼するアメリカの看護

チームの文化を体験を通して学習する機会

となり、下位職者のアメリカにおける職業

的アイデンティティの確立にも寄与すると

思われる。

引用参考文献

Burling， Temple， Edith M. Lentz， Robert 

N. Wilson， The Give and Take in 

Hospitals: A Study of Human 

Organization in Hospitals. New York: 

G.P.Pu阻m'sSons， 1956.(パーリング

他:病院、その複雑な人間関係一病院組

織の社会学的研究。医学書院、 1966年)

Galanti， Geri-Ann: Caring for Patients 

企omDi:fferent Cultures: 5th edition. 

Univ.ofPennsylvania 

Pr.Philadelphia.20 14. 

Hofstede， Geett、GettJan Hostede， and 

Michael Minkov， Cultures and 

Organization: So企wareof the A白1d

1991;New York:McGraw Hill， 2010. 

奈良看護紀要 V0L12.2016

Meyer， Erin， The Culture Map: Break白g

throug方的eInvisible Boundaries of 

Global Business. New York: Public 

A宜aIrs，2014.
岡本祐三:アメリカの医療と看護、保健同

入社、 1984.

小野崎郁史:アメリカの結核対策，

http://www.jata.or担Irit/司lonoza恒.html)

大野博(2011):治療におけるパートナーシ

ップ.医療と社会， 21(3):309・323.

山岸敬和:山岸アメリカ医療制度の政治史，

名古星大学出版会， 12宮4，2014. 

庁

i




